





































































































































































































  A1,A2,A3:未洗浄のニンジン, B1,B2,B3:水で洗浄し
たニンジン




 1:標準寒天培地, 2:XM-G培地, 3:TGSE培地
A B
A1 A2 A3
B1 B2 B3
1 2 3
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環境微生物検査がもたらす衛生意識の変容
た者は23.7%、“付着していないと思う”と回答
した者はいなかった（図4）。続いて、「普段使
用している包丁に細菌は付着していると思いま
すか？」という質問に対し、授業開始前に行っ
たアンケートでは“大量に付着していると思う”
と回答した者が20.9%、“付着していると思う”
と回答した者は41.9%、“少し付着していると思
う”と回答した者は30.2%、“付着していないと
思う”と回答した者が7.0%だったことに対し、
授業終了後に行ったアンケートでは“大量に付
着していると思う”と回答した者が23.7%、“付
着していると思う”と回答した者は47.4%、“少
し付着していると思う”と回答した者は28.9%、
“付着していないと思う”と回答した者はいな
かった（図4）。「洗う前の野菜に細菌は付着し
ていると思いますか？」という質問に対し、授
業開始前に行ったアンケートでは“大量に付着
していると思う”と回答した者が39.5%、“付着
していると思う”と回答した者は60.5%、“少し
付着していると思う”、 “付着していないと思う”
と回答した者はいなかった。それに対し、授業
終了後に行ったアンケートでは“大量に付着し
ていると思う”と回答した者が94.7%、“付着し
ていると思う”と回答した者は5.3%、“少し付着
していると思う”、“付着していないと思う”と
回答した者はいなかった（図5）。「水洗い後の
野菜に細菌は付着していると思いますか？」と
いう質問に対し、授業開始前に行ったアンケー
トでは“大量に付着していると思う”と回答した
者が4.7%、“付着していると思う”と回答した者
は37.2%、“少し付着していると思う”と回答し
た者は58.1%、 “付着していないと思う”と回答
した者はいなかった。それに対し、授業終了後
に行ったアンケートでは“大量に付着している
と思う”と回答した者が18.4%、“付着している
と思う”と回答した者は63.2%、“少し付着して
いると思う”と回答した者は18.4%、“付着して
いないと思う”と回答した者はいなかった（図
5）。
3-2） 受講後アンケートによる衛生に関する意
識・行動の変容調査
　「環境微生物検査」を含む食品衛生学実験の
15回の全ての授業終了後にアンケートを行っ
図4． 授業前後に実施したアンケートによる受講生の意識
変化解析の結果①
  「普段使用しているまな板に細菌は付着していると
思いますか？」および「普段使用している包丁に細
菌は付着していると思いますか？」に対する回答率
図5． 授業前後に実施したアンケートによる受講生の意識
変化解析の結果②
  「洗う前の野菜に細菌は付着していると思います
か？」および「水洗い後の野菜に細菌は付着して
いると思いますか？」に対する回答
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た。「食品衛生学実験受講後に衛生に関する「意
識」の変化はありましたか？」という質問に対
し、“大きく変化した”と回答した者が71.1%、
“変化した”と回答した者が28.9%、“どちらでも
ない”、“あまり変化はない”、“受講前と何も変
化していない”と回答した者はいなかった（図
6）。また、上記の質問に対して“大きく変化した”
または “変化した”理由として、“目には見えて
いなくても、細菌はあらゆる場所に付着してい
ることを知ったから”、“細菌調査の実験から学
ぶことが多く身の回りにあるものには細菌が多
く付着していることがわかった。そこから生活
していく上での衛生意識が変わったから”、“自
分の目で、手や日常で使用する物に存在する菌
を見たことで、恐怖を感じたため”という回答
が見られた。続いて、「食品衛生学実験受講後
に衛生に関する「行動」の変化はありました
か？」という質問に対し、“大きく変化した”と
回答した者が57.9%、“変化した”と回答した者
が42.1%、“どちらでもない”、“あまり変化はな
い”、“受講前と何も変化していない”と回答し
た者はいなかった（図6）。上記の質問に対して
“大きく変化した”または “変化した”と回答した
者の行動がどのように変化したのか自由記述欄
に記載してもらったところ、“手洗い後はアル
コール消毒を行う、共同で使用する机やパソコ
ンのキーボード、椅子はウエットティッシュで
拭く。調理の際はこまめに使用器具を洗浄する
ようになった”、“細菌のことが頭に浮かんで食
材をよく洗ったり加熱するようになった”、“日
常の細菌の存在や恐ろしさを知ったため、手洗
いなど特にきれいに気をつけるようになった”
という回答が見られた。
IV. 考察
　本研究では、環境微生物検査が管理栄養士を
志す学生の衛生意識の変容につながるのか受講
前後に実施したアンケートから比較した。「普
段使用しているまな板に細菌は付着していると
思いますか？」、「普段使用している包丁に細菌
は付着していると思いますか？」という調理器
具の衛生状態に関する質問に対する回答におい
て、受講前アンケートでは“付着していないと
思う”と回答した者がいたが、受講後アンケー
トではいなかった。また、受講前に比べ、“大
量に付着していると思う”または“付着している
と思う”と回答した者が増えた。これは、食品
微生物検査で、普段使用している調理器具や身
近な設備からも細菌が検出されたことが、受講
生の印象に残ったことによると考えられる。自
由記述欄にも、“目には見えていなくても、細
菌はあらゆる場所に付着していることを知っ
た”といった感想が多く寄せられ、普段の生活
の中では目に見えない細菌を培養し可視化する
ことで、学生の衛生意識を高めるきっかけを
図6． 授業後に実施したアンケート調査の結果
  「食品衛生学実験受講後に衛生に関する「意識」の
変化はありましたか？」および「食品衛生学実験受
講後に衛生に関する「行動」の変化はありましたか？
に対する回答
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作ることができたことが示唆された。また、
「洗う前の野菜に細菌は付着していると思いま
すか？」、「水洗い後の野菜に細菌は付着してい
ると思いますか？」という質問に対しても同様
に、受講前に比べ、“大量に付着していると思
う”または“付着していると思う”と回答した者
が増えた。自由記述欄には、“細菌のことが頭
に浮かんで食材をよく洗ったり加熱するように
なった”という感想が寄せられ、食中毒防止の
ために管理栄養士としてどのような対策が必要
であるかを考えるきっかけを作ることができた
と考えられる。さらに、受講後に行ったアン
ケート項目「食品衛生学実験受講後に衛生に関
する「意識」の変化はありましたか？」という
質問に対し、受講生全員が“大きく変化した”ま
たは “変化した”と回答しており、食品微生物検
査を含む食品衛生学実験の授業内容が受講生の
衛生意識の向上につながっている可能性が示唆
された。また、「食品衛生学実験受講後に衛生
に関する「行動」の変化はありましたか？」と
いう質問に対しても、受講生全員が“大きく変
化した”または “変化した”と回答しており、食
品微生物検査を含む食品衛生学実験の授業内容
が衛生意識の向上のみならず行動変容にまで結
びついたのではないかと考えられた。しかしな
がら、行動が“大きく変化した”と回答した者の
人数が、意識が“大きく変化した”と回答した者
の人数より少ないため、より多くの受講生が行
動変容を起こせるような内容の改善が求められ
る。自由記述欄に寄せられた意見を参考に、次
年度以降授業改善を行い、管理栄養士を志す学
生の衛生意識をさらに高めることができるよう
な教育を実践したい。
V. 結論
　環境微生物検査により、学生に衛生管理の大
切さを理解させることができた。また実験を通
して、学生の衛生意識を高めることができた。
本試験の内容を含む食品衛生学実験を受講した
学生が、将来、管理栄養士として従事するとき、
現場の従事者の衛生意識を高める指導を行うこ
とが期待される。
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